
計画の性格

この計画は、市政運営の基本となるもので、
本市の政策の基本的な方向を、総合的、体系的
にまとめた市政に関する最上位の基本的かつ
総合的な計画です。

また、今後の新しいまちづくりの方向性を市
民と共有し、力を合わせて本市の将来の目指
す姿を実現していくための指針となるもので
す。

松戸市総合計画より抜粋
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
データで見る松戸市の現状のお話をする前に、松戸市総合計画に触れておきたいと思います。
松戸市総合計画は、市政運営の基本となるもので、本市の政策の基本的な方向を、総合的、体系的にまとめた市政に関する最上位の基本的かつ総合的な計画です。
　また、今後の新しいまちづくりの方向性を市民と共有し、力を合わせて本市の将来の目指す姿を実現していくための指針となるものです。




松戸市総合計画より抜粋
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
総合計画の中の重要な部分のみ抜粋してご紹介します。

よみあげる



将来人口の展望

総合計画にて将来人口を
「50万人規模を維持」
と展望

松戸市総合計画より抜粋（一部加工）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、この総合計画には将来人口の展望をしています。
先ほど少子高齢人口減少社会が進むなか、松戸市はどの道をたどっていくことにしたのか。

それは人口50万規模の維持という方向性です。

社会保障人口問題研究所の推計は2030年に松戸市の人口は10000人程度減っているという推計を出していますが、市としては政策により増加を目指します。
で赤い線が実績ということで実際には政策で押上ができていたというの現状です。




将来都市像と６つの基本目標
多世代がともにいきいきと思い思いに暮らすことができるまち

やさシティ、まつど。
～つよくしなやかに みんなで松戸の新たな時代を創ろう～

基本目標１
子育て・教育・文化

～子育て・教育・文化を軸とした都市ブランドづくり～

基本目標２
高齢者・障害者・福祉・健康・地域共生

～誰もがいきいきと暮らせるまちづくり～

基本目標３
まちの再生・リニューアル

～居心地の良い魅力的なまちづくり～

基本目標４
雇用創出・経済活性化

～地域経済が活力にあふれ、自分らしく
働けるまちづくり～

基本目標５
防災・防犯・安全安心

～安全で安心して暮らせるまちづくり～

基本目標６
SDGs（持続可能な開発目標）を
推進する社会

～人と環境にやさしいまちづくり～

松戸市総合計画より抜粋
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして松戸市総合計画では、松戸市の将来都市像を次のように定め、

それを実現するために６つの基本目標をたてています。

松戸市の施策の多くはこの６つに紐づいています、これからみなさんは各部署で専門的な仕事につくと思いますのでなかなか意識する機会は減ってしまうかもしれませんが、そういう成り立ちになっていることは覚えておいて損はないと思います。



40,433 43,332 
52,531 

68,363 

86,372 

160,001 

253,591 

344,558 

400,863 

427,473 

456,210 
461,503 464,841 

472,579 
484,457 483,480 488,187 490,632 492,671 

498,232 497,065 496,862 497,444 499,533 500,866 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

S18 S20 S25 S30 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

松戸市の人口推移（S18市制施行～）
R7年 10/1 500,866人

昭和35年～昭和55年
常盤平団地、小金原団地
など大規模団地等の造成
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは市制を施行して以来の松戸市の人口推移となりますが、
昭和18年に松戸町と馬橋村、高木村で合併して松戸市となり、それから80年になります。当初は人口4万人でしたが、昭和35年～昭和55年常盤平団地、小金原団地など大規模団地等の造成があり、例えば昭和40年と45年で16万人から25万人に5年で9万人、1年で約18000人増えているわけですね。
すごい増え方だったと思います。当時はもうきっとイケイケGOGOで学校作らなきゃ、公園作らなきゃと
現在も緩やかながら人口は増加していますが、今は当時の公共施設の更新時期を迎えており、松戸市では公共施設再編を計画的に行えるよう様々な準備を進めているところです。
前は、何もなかった田んぼの上の立てられたのですが、建て替えというのは本当に大変です。




松戸市の人口動態（自然・社会動態）動向

出典：住民基本台帳人口（松戸市）

▼自然動態（自然減）
H26から、自然減に突入
（出生数より死亡数の方が多い）

出典：住民基本台帳人口移動報告（総務省）

▼社会動態（転入超過）

R4以降、転入超過数が拡大
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、この総合計画で増やすとうたってきた、松戸市の最近の人口動態についてお話したいと思います。
この資料は、松戸市の人口がどのような要因で増減しているのかを、「自然動態」と「社会動態」の2つの視点から整理したものです。
まず左側のグラフ、自然動態についてです。
自然動態とは、出生数と死亡数の差による人口の増減を表します。
松戸市では、平成25年までは出生数の方が死亡を上回る状況。自然増だったんですが、平成26年から自然減に入っており、出生数よりも死亡数の方が多い状態が続いています。

グラフをご覧いただくと、
出生数はおおむね年間3,000人前後で推移しているのに対し、
死亡数は年々増加し、令和6年には約5,900人となっています。
このように、松戸市では少子高齢化の影響により、自然動態では人口が減少する構造となっています。

次に、中央のグラフ、社会動態です。

社会動態とは、転入と転出の差による人口の増減を指します。
松戸市では、転入が転出を上回る「転入超過」が続いており、その規模も拡大しています。

令和6年には、約2,958人の転入超過となっており、
これは多くの人が松戸市に移り住んでいることを示しています。

つまり松戸市では、
自然動態では人口が減っているものの、社会動態では人口が増えているという特徴があります。

最後に右側の表ですが、
これは全国の自治体の中での転入超過ランキングです。こちらは総務省が公表した住民基本台帳移動報告の結果から作成したものですが、

令和6年の松戸市は、
全国で17位、千葉県内では2位となっており、
比較的多くの人に選ばれている自治体であることが分かります。

このように松戸市の人口は、
少子高齢化による自然減が進む一方で、転入によって人口が支えられているという状況にあります。

以上が、松戸市の人口動態の概要です。



人口増の特徴⇒２０代の転入超過多い

 松戸市の転入超過数２９５８人のうち２０代は７割、女性６割、外国人４割

 東京都からの転入超過が多く、各世代で転入超過が主な増加要因
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松戸市 市川市 船橋市 柏市 流山市 葛飾区
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜参考＞
・転入者数24,098－転出者数21,140　＝　2,958
・転入者数24,09８（千葉県内7,086＋東京都6,465⇒５６％）　
・転出者数21,140（千葉県内7,112＋東京都5,582⇒６０％）




松戸市は若い世代が集まる街

 市内4大学（1４,000人以上在籍） 市内高等学校（約9,000人在籍）
市立高校 県立高校（７校）

市立松戸高等学校 松戸高等学校

私立高校（３校） 小金高等学校

専修大学松戸高等学校 松戸国際高等学校

光英VERITAS高等学校 松戸南高等学校

◎N高等学校（松戸キャンバス）
（2024年4月～）

松戸六実高等学校

松戸馬橋高等学校

松戸向陽高等学校

〇東京出入国在留管理局松戸出張所
 2022年10月オープン（千葉県、茨城県担当地域）
 2024年4月1日から東京都荒川区、足立区、葛飾区、江戸川区が追加

千葉大学 聖徳大学

日本大学松戸歯学部

流通経済大学
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
小学校は45校、中学校が20校（公立）
若い世代が集まるまちで若者が定住しやすい環境が整いつつある
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、次にその中身もみていきたいと思います。
次は住民基本台帳人口となります。外国人と日本人人口を正確にみるためには住民基本台帳人口が適していると思います。
平成26年～令和７年２月までの推移をみるグラフになります。
左側の軸は日本人と日本人と外国人の人口です。
右側の軸は外国人人口です。

折れ線グラフをみると、緑色の日本人＋外国人は右肩上りに増えています、一方水色の日本人は令和2年をピークに減少傾向になっています。

右側の軸の外国人の数値、折れ線グラフで見ると茶色い線破線ですが、H26の11,000人に対して2.6倍以上の27000人にまで増えている状況です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
外国人市民についてはもう少し深堀していきたいと思います。国は3％　松戸市は５％でちょっと多い
こちらは、総合計画の中間見直しに向けて情報を整理しているデータの一つなんですが、平成26年度からの国籍別の外国人住民登録者の推移となります。
中国人、ベトナム人、それからネパール人の増え方が顕著と分析できます。
こういった、技能実習や留学といった資格での外国人との共生についてはこれから懸念される市の課題の一つだと思っています、ここ最近、市民の方からのごみ出しや騒音といったマナー問題で既存の市民の方と軋轢が生じ始めており、市への対策を願う声が増えてきているように思っており、マナー問題の改善のため、ごみの出し方をはじめとする行政との接点における情報提供の多言語化などの多国籍化を進めています。
また、これは高市政権の方向性にも多分に影響される問題であり、国や県との方向性をしっかりと見据えながら対策を行っていくべきテーマであり、一方では労働力不足という課題もあり市としてできる施策について、慎重に対応している状況です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらも総合計画の見直しをすすめていくなかで整理していたデータの一つですが、少子化の要因として相関関係が高いと言われている
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